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1. はじめに 
現在，機械翻訳技術は急速に進展しているものの，翻訳

精度には限界があり，高精度の翻訳を行うことは非常に困

難である[1]．しかし，多言語間において，より高い翻訳

精度を要求する分野もある．たとえば，医療分野において，

翻訳の正確性は非常に重要であり，また，通訳の需要もあ

る．医療は生命や健康に直接関係する業務であり，日本語

の話せない外国人が診療を受ける際，診察・病状・薬など

についての説明が医師と患者の双方に正しく伝わらなけ

れば，医療過誤に繋がる[2]．したがって，医療分野では

多言語による正確なコミュニケーションが求められる．し

かし，外国語対応が可能な医療機関として公表されている

のは，全医療機関のうち，およそ 10％であり，またその

ほとんどが英語での対応である[3]．また，統計によると，

現在，在日外国人は日本の総人口の1.55％を占めており，

その数は年々増加している[4]．このことから，今後も多

くの外国人が日本の医療機関での診察を必要とし，またそ

れによって，多国語による間違いのない翻訳の需要は，よ

り高まると考えられる[5]． 

そこで，対面状況下での用例翻訳を用いたコミュニケー

ションの可能性および有用性について検討をするために，

異文化間コミュニケーションを支援する用例ベースのコ

ミュニケーションツールを開発した．本システムでは，あ

らかじめ登録された正確な対訳を用いることにより，常に

間違いのない翻訳が可能となる．また，用例翻訳は「翻訳

メモリ」[6]のように，翻訳の効率や精度向上のための機

械翻訳技術として用いられている．対面コミュニケーショ

ンにおいては旅行会話等の場面を想定したユーザインタ

フェースの研究が行われている[7]．本研究では医療通訳

への用例ベースシステムの適用により，用例ベースシステ

ムの異文化間コミュニケーションへの効果および課題に

ついて検討する． 

 本稿では，開発したシステムの機能と実現方法，今後の

実験予定などについて述べる． 

 

2. 用例検索システムの開発 
2.1 システムの概要 
 日本語を話すことができない人が診療を受ける場合，医

療通訳者が診察等に同行する．しかし，医療通訳者は必ず

しも医療関係の知識が備わっているわけではなく，適切な

翻訳文を作るのに辞書などを用いて調べながら翻訳する

ことがある． 

そこで，本システムは，PDA およびタッチパネル型の

PC を使用し，あらかじめデータベースに登録されている

正確な対訳を検索・表示する．そして，画面に表示された

多言語間の間違いのない翻訳により，医師・医療通訳者・

患者間の正確かつ円滑なコミュニケーションを支援する

ことを目標としている． 

 

2.2 設計方針 
本システムの設計方針を以下に示す． 

(1)用例検索 Web サービスの利用 

 情報通信研究機構（NICT）のサーバで動いている用例

検索 Web サービスを利用して，PDA およびタッチパネル

型 PC 上で用例の検索，表示を行う．なお，この用例検索

サービスは，入力言語，出力言語，および検索語句からデ

ータベースを検索する． 

(2)画像による中国語の表示 

 一般に多くの PDA は，多言語入出力に標準対応してい

ないため，テキストで中国語表示をすると文字化けをして

しまう．そこで，PDA 用のシステムでは，中国語の対訳
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文章を画像として用意しておく．そして，対訳テキストの

代わりに該当する対訳の画像を表示することによって，

PDA 上における中国語の表示を実現する． 

(3)システムのインタフェース 

 PDA とタッチパネル型 PC は，入出力等の環境が異な

るため，それぞれ別のインタフェースを作成する． 

 

2.3 実現方法 
(1)用例検索 

 今回のシステムでは，用例検索の Web サービスを利用

する．この Web サービスは Tomcat 5.5.12，PHP 5.1.1，

PostgreSQL 8.0.4 を用いている．このシステムを利用し，

日英，日中の用例データの検索を実現する．データベース

の登録用例データには，日英の場合は，日本語と英語の対

訳，日中の場合は，日本語と中国語の対訳，および中国語

の対訳画像のファイル名が含まれる． 

(2)PDA 上での用例検索システム 

 図１に PDA における用例検索システムの画面を示す． 

PDA上で用例検索を行う場合はWebブラウザからサーバ

上にあるシステムにアクセスし，用例の検索を行う．PDA

上で使用するプログラムは，PHP を用いて実装した． 

(3)タッチパネル型 PC 上での用例検索システム 

図 2 にタッチパネル型 PC における用例検索システムの 

画面を示す．タッチパネル型 PC 上で用例検索は，

Microsoft Visual C#.NET を用いて実装した．検索語句は

ソフトウェアキーボードを用いて入力する．対訳の表示方 

検索語句入力ボックス

検索結果リスト
対訳画像

翻訳言語

 

図 1  PDA の画面 

検索語句入力ボックス

翻訳言語

検索結果リスト

対訳表示ボックス

ソフトウェアキーボード 

図 2  タッチパネル用の画面 

法は，画像を表示するのではなく，テキストボックスに対

訳テキストを表示する． 

 
3. おわりに 
本稿では，異文化間コミュニケーションにおける正確な

翻訳のための用例ベースのコミュニケーションツールと

して，用例検索システムを開発した． 

今後，医療通訳支援の実験を行い，ユーザインタフェー

スの改良および機能の追加を行う．また，医療通訳におけ

る用例ベースコミュニケーションシステムの効果を検討

する．さらに，予め用意された用例ベースのシステムの限

界を超えるために，用例データ収集，蓄積，利用等のシス

テム構築およびその運用についての検討を進める． 
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